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初発の肝細胞癌治療後、再発に対して肝切除を受けた患者につき、背景肝因子、肝機能、腫瘍因

子について人口動態解析を行なった 

 

A 研究目的 

肝細胞癌患者では治療として肝切除が行われ

た後も頻回に再発をきたす。再発に対して条

件を満たした患者では再肝切除が行われるが、

どの様な因子が再肝切除率に影響しているか

は明らかではない。初発の肝細胞癌治療後、再

発をきたした患者における、再肝切除率に影

響を与える因子を明らかにする。 

 

B 研究方法 

2018 年 4 月 1 日～2021 年 1 月 30 日に初発の

肝細胞癌と診断され、治療を受けた症例を対

象とした。1 回目、2 回目、3 回目に肝切除を

受けた症例につき、治療時点での、背景肝因子、

肝機能、腫瘍因子について人口動態解析を行

なった。また、1 回目、2 回目、3 回目に治療

時点で肝切除と穿刺療法を除くそのほかの治

療（以下その他の治療）を受けた症例につき、

背景肝因子、肝機能、腫瘍因子について人口動

態解析を行なった。 

 

C 研究結果 

1 回目、2 回目、3 回目の治療を受けた症例は

8269 名、1935 名、796 名であった。そのうち、

肝切除が行われた症例は１回目 3628 名、２回

目 220 名、３回目 29 名であった。1 回目、2

回目、3 回目の肝切除時の比較では、初回切除

に比べて再発時の肝切除の方が、血清アルブ

ミン値、プロトロンビン値が有意に低値であ

った。また、初回治療に比べて再発時の肝切除

の方が、腫瘍個数が少なく、肝外転移を有する

割合が高かった。 

1 回目の治療で 1 回目、2 回目、3 回目に治療

時点でその他の治療を受けた症例 2984 名、

1200 名、597 名であった。各治療回における

肝切除とその他の治療を受けた症例の比較で

は、初回治療では、肝切除群で有意に年齢が若

く、腫瘍マーカーが低く、腫瘍因子（腫瘍個数、

腫瘍径、脈管侵襲）の進行度が低かった。３回

目治療では、手術治療とその他の治療患者の

背景因子で差はなく、腫瘍数で有意な差を認

め、手術治療群のほうがその他の治療よりも

個数が少なかった。 

 

D 考察 

肝切除を受けた症例において、1 回目、2 回目、
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3 回目と治療回数が増えるに従って肝機能が

有意に低値であり、肝切除による残肝容量の

低下の影響が考えられた。また、初回治療に比

べて再発時の肝切除の方が、腫瘍個数が少な

く、腫瘍条件が良い場合に再肝切除が選択さ

れる傾向が伺えた。肝切除とその他の治療の

比較では、年齢、腫瘍マーカー、腫瘍因子で有

意な差を認め、患者条件と腫瘍条件が良い場

合に肝切除が選択される傾向を認めたが、治

療回数が増えるにつれて患者条件よりも腫瘍

条件が治療選択に寄与すると考えられた。使

用したデータの期間が2018年4月1日～2021

年 1 月 30 日であり、データのアップデートに

より複数回治療例の症例数増加が期待され、

再肝切除に影響を及ぼす因子につきさらなる

解析を行う予定である。 

 

E 結論 

肝細胞癌に対して肝切除を行った症例につい

ての人口動態解析を行なった。今後、アップデ

ートされたデータを元に、再発時の再肝切除

の有無を目的変数として、多重ロジスティッ

ク回帰を用いて、再肝切除に影響を及ぼす因

子を分析する。 

 

F 健康危険情報 

本研究に伴う健康危険情報はない。 
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